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【
う
ら
へ
続
く
】

　

18
年
春
闘
論
議
ス
タ
ー

ト
。「
17
日
に
武
蔵
野
ロ

ケ
で
職
場
対
話
会
、
職
場

討
議
が
始
ま
っ
た
」「
賃

上
げ
要
求
は
昨
年
と
同
じ

平
均
４
０
０
０
円
の
提
案

だ
」「
昨
年
は
１
４
０
０

円
で
妥
結
し
た
」「
15
年

春
闘
で
は
６
０
０
０
円
の

要
求
で
２
４
０
０
円
だ
っ

た
。
要
求
は
高
く
す
べ
き

だ
」「
政
府
も
企
業
は
内

部
留
保
を
た
め
す
ぎ
と
賃

上
げ
を
求
め
て
い
る
。
内

部
留
保
の
０
・
97
％
で

２
万
円
の
賃
上
げ
が
可
能

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

組
合
は
堂
々
と
要
求
し
て

　

２
０
１
８
春
闘
で
は
景

気
回
復
や
貧
困
・
格
差
の

是
正
に
む
け
、
大
企
業
の

も
う
け
を
還
元
さ
せ
て
大

幅
賃
上
げ
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。

　

大
企
業
が
た
め
込
む
内

部
留
保
は
こ
の
１
年
間
で

15
兆
円
も
増
え
、
16
年
度

に
３
２
８
兆
円
と
過
去
最

高
に
達
し
て
い
ま
す
。
経

団
連
の
榊
原
会
長
は
５

日
の
会
見
で
、「
大
企
業
、

中
小
企
業
も
含
め
て
収
益

は
高
い
水
準
」
に
あ
る
と

認
め
ま
し
た
。

　

国
公
労
連
が
「
２
０
１

８
年
国
民
春
闘
白
書
」
を

も
と
に
行
っ
た
試
算
で

は
、
資
本
金
10
億
円
以
上

の
大
企
業
（
金
融
・
保

険
を
除
く
全
産
業
）
の

う
ち
主
要
96
社
の｢

内
部

留
保｣

の
わ
ず
か
３
％
未

満
で
、
正
規
従
業
員
に

月
額
２
万
円
の
賃
上
げ

が
可
能
な
こ
と
が
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
場
合
は
１
％
未
満
で
可

能
で
す
。
ま
た
非
正
規
雇

用
の
労
働
者
全
員
に
時
給

１
５
０
円
の
賃
上
げ
を
行

う
場
合
も
、
試
算
で
き
る

78
社
の
内
部
留
保
の
３
％

未
満
で
で
き
ま
す
。

　

大
幅
賃
上
げ
を
実
現
す

る
条
件
は
十
分
に
あ
り
ま

す
。

春
闘　

大
企
業
利
益
還
元
が
焦
点

内
部
留
保
３
％
で
賃
上
げ
２
万
円

非
正
規
時
給
１
５
０
円
ア
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　

国
公
労
連
試
算

欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
事
務
局
長
が
来

日
。「
広
島
、
長
崎
を
訪

問
。
素
晴
ら
し
い
発
言
を

し
て
い
た
」「
安
倍
首
相

は
面
会
を
断
っ
た
」「
被

爆
国
の
首
相
と
し
て
情
け

な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

改
憲
問
題
。「
自
民
党

の
二
階
幹
事
長
が
年
内
に

国
会
発
議
と
発
言
し
た
。

し
た
。
被
爆
地
広
島
、
長

崎
の
両
県
知
事
、
両
市
長

も
署
名
し
、
自
治
体
名
未

公
表
の
首
長
が
４
人
い
ま

す
。

　

広
島
市
の
松
井
一
実
市

長
は
、「『
国
際
署
名
』
が
、

世
界
中
の
多
く
の
人
の
賛

同
を
得
て
、
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
た
大
き
な
う
ね
り

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
の
べ
、
長
崎
市
の

田
上
富
久
市
長
は
、「
こ

の
活
動
が
『
核
兵
器
の
な

い
世
界
』
の
実
現
に
向
け

て
の
大
き
な
礎
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

る
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
」
に
賛
同
し
署
名
し
た

自
治
体
首
長
が
、
１
０
１

９
人
に
達
し
た
こ
と
が

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

連
絡
会
」
の
調
べ
で
分

か
り
ま
し
た
。
20
人
の
現

職
府
県
知
事
な
ど
全
国

１
７
８
８
自
治
体
（
都
道

府
県
、
東
京
特
別
区
を
含

む
）
の
過
半
数
と
な
り
ま

　

核
兵
器
を
禁
止
し
廃

絶
す
る
条
約
を
結
ぶ
こ
と

を
、
す
べ
て
の
国
に
求
め

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

全
自
治
体
の
過
半
数
に

　

１
０
１
９
人
の
首
長
が
賛
同

と
ん
で
な
い
」「
ど
の
世

論
調
査
で
も
改
憲
反
対
が

多
数
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
発
ゼ
ロ
法
案
の
提
起

（
10
日
）。「
原
発
ゼ
ロ
・

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連

盟
が
記
者
会
見
で
発
表
し

た
」「
全
て
の
原
発
を
即

時
停
止
す
る
積
極
的
内
容

だ
」「
共
産
党
と
の
懇
談

で
、
河
合
事
務
局
長
は
、

『
共
産
党
の
公
約
と
完
全

に
一
致
し
た
』と
述
べ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ホ
ン
ダ
の
子
会
社
の
管

理
職
の
過
労
自
殺
問
題
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

安
倍
首
相
は
４
日
の
年

頭
会
見
で
、「
新
し
い
時

代
へ
の
希
望
を
う
み
だ
す

よ
う
な
憲
法
の
あ
る
べ
き

姿
を
国
民
に
し
っ
か
り
と

提
示
」
す
る
と
明
言
し
ま

し
た
。

　

こ
の
改
憲
の
核
心
は
、

「
９
条
１
項
、
２
項
を
残

し
つ
つ
、
明
文
で
自
衛
隊

を
書
き
込
む
」
と
し
た
昨

年
５
月
３
日
の
改
憲
案
で

す
。
自
身
の
９
条
改
憲
提

案
で
議
論
が
進
ん
だ
こ
と

を
自
賛
し
、「
事
実
そ
の

後
、
党
内
で
の
議
論
は
活

発
に
な
っ
た
」
と
述
べ
ま

し
た
。

　

日
米
軍
事
同
盟
強
化
を

掲
げ
な
が
ら
自
衛
隊
を
憲

法
に
書
き
込
む
こ
と
は
、

違
憲
の
安
保
法
制
と
戦

争
法
を
追
認
す
る
と
と
も

に
、
自
衛
隊
の
海
外
で
の

米
軍
と
の
共
同
活
動
を
無

制
限
に
拡
大
す
る
も
の
で

す
。

　

日
本
世
論
調
査
会
の

調
査(

12
月
９
、
10
両
日

実
施)

で
は
、
９
条
改
憲

に
つ
い
て
「
必
要
は
な

い
」
が
53
％
、
安
倍
首
相

の
も
と
で
の
改
憲
に
つ
い

て
「
反
対
」
が
53
・
１
％
、

国
会
で
の
改
憲
論
議
に
つ

い
て「
急
ぐ
必
要
は
な
い
」

安
倍
首
相
の
年
頭
改
憲
発
言

　
「
９
条
守
れ
」
の
声
へ
の
挑
戦

世
論
は
改
憲
望
ま
な
い

負
い
込
み
非
常
に
無
理
を

す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
」「
通
研
も
残
業
規
制

が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ミ
サ
イ
ル
発
射
の
誤

　
　

×　
　
　
　

×

　

井
の
頭
公
園
で
「
か
い

ぼ
り
」。「
外
来
種
駆
除
や

水
質
管
理
の
た
め
水
を
入

れ
替
え
る
作
業
だ
」「
13
、

14
日
に
は
市
民
ら
に
よ
る

魚
の
捕
獲
が
行
わ
れ
た
」

「
桜
の
咲
く
頃
に
は
満
水

に
戻
す
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

武
蔵
野
中
央
公
園
の
拡

張
工
事
。「
中
島
飛
行
機

時
代
の
変
電
室
が
あ
っ
た

場
所
が
公
園
と
な
る
」「
拡

張
し
た
部
分
に
歩
道
を
つ

く
っ
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

年
賀
は
が
き
、
お
年
玉

「
会
社
が
謝
罪
し
和
解
し

た
」「
働
き
方
改
革
で
管

理
者
が
部
下
の
仕
事
を
背

　

安
倍
政
権
が
閣
議
決

定
し
た
来
年
度
予
算
案

（
表
）。
医
療
・
介
護
な
ど

の
現
行
制
度
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
社
会
保
障

予
算
の
「
自
然
増
」
分
の

削
減
１
３
０
０
億
円
、
６

年
連
続
で
合
計
削
減
額

は
１
兆
５
９
０
０
億
円
で

す
。
生
活
保
護
の
生
活
扶

助
や
母
子
加
算
な
ど
子
育

て
世
代
を
狙
い
撃
ち
し
た

社
会
保
障
を
削
減
。「
貧

困
の
連
鎖
」
を
ま
す
ま
す

深
刻
に
し
ま
す
。
さ
ら
に

総
選
挙
公
約
の
「
幼
児
教

育
・
保
育
無
償
化
」「
大

学
学
費
の
負
担
軽
減
」
は

来年度予算案

　軍事費突出
「格差と貧困」拡大
　子育て世代狙い撃ち

先
送
り
で
す
。

　

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
要
求
に
唯
々
諾
々

が
67
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す(

「
東
京
」３
日
付)

。

　

草
の
根
の
運
動
を
強

め
、
改
憲
発
議
を
や
め
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

番
号
発
表
。「
今
年
は
３

等
の
切
手
シ
ー
ト
が
２
組

当
た
っ
た
」

　

知
人
の
お
義
母
さ
ん
が

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
緊
急

入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
病
院
か
ら
「
１
日
三

万
五
千
円
の
特
別
個
室
の

他
に
空
が
無
い
」
と
言
わ

れ
た
と
ぼ
や
い
て
い
た
。

　
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

隔
離
病
棟
に
入
院
さ
せ
る

場
合
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
は

取
ら
な
い
よ
う
に
」
と
の

厚
労
省
通
達
の
記
事
が
、

「
赤
旗
・
日
曜
版
」
に
あ

っ
た
こ
と
を
知
人
に
紹
介

し
た
。
早
速
こ
の
記
事
を

持
っ
て
、
病
院
と
再
交
渉

し
た
結
果
、「
差
額
ベ
ッ

ド
代
は
支
払
わ
な
く
て
良

い
」
こ
と
に
な
り
、
知
人

に
感
謝
さ
れ
た
。 （
Ｋ
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
入
院
に

差
額
ベ
ッ
ド
代
は
不
要

報
。「
16
日
夜
７
時
前
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
北
朝
鮮
か
ら
ミ

サ
イ
ル
発
射
の
模
様
と
報

じ
た
」「
ハ
ワ
イ
で
誤
報

が
あ
っ
た
ば
か
り
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

将
棋
朝
日
杯
で
藤
井
四

段
が
佐
藤
名
人
に
勝
つ
。

「
学
業
と
両
立
さ
せ
進
化

し
て
い
る
の
が
す
ご
い
」

「
２
月
17
日
の
準
決
勝
、

羽
生
竜
王
と
の
公
式
戦
初

対
局
が
楽
し
み
だ
」

と
従
い
、
米
国
製
兵
器

を
爆
買
い
。
軍
事
費
は

５
兆
１
９
１
１
億
円
と

過
去
最
大
に
膨
張
。
ま

た
超
富
裕
層
に
は
さ
ら

な
る
税
制
優
遇
で
す
。

　
「
格
差
と
貧
困
」
を

さ
ら
に
拡
大
し
、「
戦

争
す
る
国
」
づ
く
り
を

推
進
す
る
予
算
案
、
国

民
の
願
い
と
真
逆
で

す
。


